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数 学 とブ ル バ キ ー我 が 半 生 一

ア ン ドレ ・ヴ ェイユ

本Hの 講演は専門的ではな く、f固人的な話を、 しかも数三}堵ではない聴衆の方々に

もわか りやすい話をしてほ しいとい うことですので、私の子供時代のことか ら話を始

めるのが良いのではないか と思います。

数学の才能というのは、非常に幼い頃か ら現れるもので、私 も例外ではありません

で した。プ ラ トン哲学の想起説によります と、数学者は定理を案出するのではな く、

前世から覚 えているのだ というこ とにな ります。真実の程はわかりませんが、私が6～7

歳の頃、私の学校の先生は母に、「この子は何を教えて も、すでに知 っているみたいで

す」 と言われたそうです。 きっと先生はプ ラ トンの説を思い浮かべ られていたので し

ょう(母 は私の数学の能力に疑問をもち、それで先生に質問 したようです)。 それか ら

間 もな く、私は従兄弟か ら初級代数の教科書を借 りました。従兄弟のほうは、きっと

教科書を手放 して喜んでいたに違いありません。私はそれか らの数か月、いや、数年

もの間、その本を愛読書 として手放 しませんで した。

こんな話はきっと退屈だ と思いますが、私が言いたいのは、私が数学者になったの

は偶然ではなかったということなのです。 また、私 自身が数学の道を選んだわけで も

なかったのです。 とは言って も、私の興味が別に数学だけにあったわけではな く、す

ぐに誰,γ:の才能にも恵まれていたことがわか りました。また、私は詩に尽 きない興味

を覚えました。ギ リシャ語を習い始め、 ホメロスの叙事詩 「イリーアス」の第1巻 を読

みふけ りました。 こうしてギ リシャ文化の一端に触れ、自国以外の文化に も同様 に、

あるいはそれ以上に真実が込め られていることに気づ きました。次にはサ ンスクリッ

ト語を学び、古代 イン ドの叙事詩を読みた くなリ、ついには 「バガヴァッド・ギータ

ー」が読めるまでサンスク リッ ト語の勉強をしました。また、コラージュ ・ド・フラ

ンスで高名なシルヴァン ・レビ氏か ら 「メガデューター」の講義 も受けま した。

基礎的な数{'ジ教 育は、1922年 から1925年 まで在籍 したエコール ・ノーマル ・スペ リ

エールで受けました。この学校はフランス革命中に設立さ松 自然科学 と人文科学の

双方の生徒を募集 していましたが、人学するにはかな り厳 しい倍率の入試を通 らなけ

ればな りません。フランスでは伝統的に、 リセ(高 校)で 数学が一番で きる生徒はエ

コール ・ノーマルか、 もう少 し実際的な勉強に力を入れているエコール ・ポ リテクニ

ックに進学 します。青春の3-4年 間を相当自由な雰囲気の中で共に生活することで、

エコール ・ノーマルの学生は深い友情 を育むことができます。 ここではフランス中で

最高の科学者を教授陣にそろえているに もかかわらず、学生は授業に出るよりも、む

しろ互いに学び合 うことのほうが多いのです。

幸運なことに、私 はリセの教師か ら高名な数学者であるアダマールに紹介 されてい
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MY　 I、IFE　 WITH　 MATHEMATICS

I
AND　 WITH　 BOURBAKI

Andre　 Weil

　 　 It　 has　 been　 suggested　 to　 me　 that　 this　 lecture　 should　 be　 ofapersonal,　 rather

than　 a　 technical　 character,　 and　 should　 be　 easily　 comprehensible　 to　 a　non-mathe-

matical　 audience.　 Therefore,　 it　may　 be　 appropriate　 if　I　begin　 with　 an　 anecdote

pertaining　 to　 my　 childhood.

　 　 It　is　not　 exceptional,　 I　be[ieve,　 that　 a　gift　 for　 mathematics　 shou[d　 reveal　 itself

quite　 early　 in　life.　 This　 seems　 indeed　 to　 have　 been　 the　 case　 with　 me.　 According　 to

Plato's　 reminiscence　 theory,　 a　 mathematician　 does　 not　 invent　 theorems:　 he

remembers　 them　 form　 former　 lives.　 Whatever　 truth　 there　 may　 be　 in　 this,　 I　have

been　 told　 that　 when　 I　was　 about　 six　 or　 seven　 years　 old,　 a　teacher　 of　 mine　 told　 my

mother　 (who　 had　 expressed　 doubts　 about　 my　 proficiency　 in　 mathematics):

"WhateverItell　 him
,　he　 seems　 to　 know　 it　already":　 clearly　 she　 was　 thinking　 of

Plato.　 Not　 Iong　 after　 that　 I　managed　 to　 borrow　 a　cousin's　 textbook　 on　 elementary

algebra　 (perhaps　 he　 was　 only　 too　 glad　 to　 get　 rid　 of　 it)　and　 made　 it　my　 favorite

reading　 for　 several　 months　 or　 even　 years.

　 　 [　have　 no　 wish,　 however,　 to　 bore　 you　 with　 such　 stories.　 This　 was　 only　 to

indicate　 that　 the　 choice　 of　 mathematics　 as　 the　 main　 subject　 for　 my　 endeavors　 was

not　 accidental,　 or　 rather　 that　 there　 was　 no　 choice　 on　 my　 part.　 Nevertheless,　 this

interest　 was　 not　 an　 exclusive　 one.　 It　soon　 turned　 out　 thatIhad　 some　 facnity　 for

languages,　 and　 that　 poetry　 was　 a　never-ending　 delight.　 I　started　 learning　 Greek

and　 read　 the　 first　 book　 of　 the　 Iliad.　 This,　 perhaps,　 led　 to　 the　 conclusion　 that

cultures　 other　 than　 mine　 could　 well　 contain　 as　 much　 or　 more　 truth　 than　 the　 one

I　was　 being　 exposed　 to.　 I　conceived　 the　 wish　 to　 learn　 Sanscrit　 and　 get　 acquainted

with　 the　 great　 epics　 in　 that　 language.Idid　 [earn　 enough　 to　 read　 the　 Bhagavad-

Gita　 and　 to　 attend　 the　 lectures　 of　 the　 famous　 Sylvain　 L6vi　 at　 the　 College　 de

France　 on　 the　 Meghaduta.

　 　 I　got　 my　 basic　 mathematical　 education　 at　the　 Ecole　 Normale　 Superieure,

whereIwasa　 student　 from　 l922　 to　 1925.　 This　 institution,　 founded　 during　 the

French　 Revolution,　 recruited　 itself,　 both　 in　 scientific　 and　 humanistic　 subject,

through　 fairly　 stiff　 competitive　 examination.　 Traditionally,　 the　 best　 mathematical

student　 in　 the　 French　 secondary　 schools　 (the　 so-called　 Lyc6es)　 go　 either　 to　 the

危cole　 Normale　 or　 to　 the　 Ecole　 Polytechnique,　 which　 has　 a　 more　 practical　 bend.

Living　 together　 for　 three　 or　 four　 years,　 and　 enjoying　 the　 greatest　 possible　 free-

dom,　 the　 student　 at　 the直cole　 Normale　 become　 close　 friends.　 They　 tend　 to　 Iearn

more　 from　 one　 another　 than　 from　 the　 courses　 they　 are　 supposed　 to　 attend　 even

though　 some　 of　 the　 best　 teachers　 in　 French　 science　 have　 been　 professors　 there.

　 　 Luckily　 for　 me,　 I　had　 already　 been　 introduced　 to　 Hadamard　 by　 my　 teachers
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たので、コラージュ ・ド・フランスではす ぐに彼のゼ ミに入れてもらえました。そこ

は当時 コラー ジュ ・ド・フランスにあった唯一の数学者のためのゼ ミだったのです。

ゼ ミの正式名称は、た しか 「現代文学」だった と思います。授業はアダマールが関心

をもった論文、最近の ものが多かったのですが、それらの論文についてゼ ミのメンバ

ーが レポー トす る形式で行われました
。アダマールの 目的は、整数論か ら確率に至る

までの数学全般において何が起 きているかをで きるだけ多く網羅 しようというもので

した。当時最先端の数学を導入するにあた リ、これ以 ヒに良い方法はなかったで しょ

う。

アダマールのゼ ミで明らかになったことは、数学はフランスより外国のほうが進ん

でいたということで した。私はエコール ・ノーマルを卒業するとすぐ、待ちかねてい

たかの ようにフランスを飛び出し、当時数学が全盛 を極めていた国々を訪れました。

まず、ヴォルテラの研究とその学派に興味があったのでイタリアに行きました。次に

ドイツとスカンジナ ビア壽者国を訪れました。当時私は博十論文の構想 を練 っていまし

たが、それは1922年 に発表されたモーデルの論文か ら多分にインスピレーションを受

けた ものだったのです(モ ーデルは当N総 名の数学 者で したが、現在では楕円曲線の

算術理論を創始 したことで正当な、沼面を得て、名声を博 しています)。 その後す ぐに、

私はイン ドで教授の職につかないかとの打診を受けました。私 はインドに赴きました

が、そこでは多 くの影響を受けました。その後の私の人生は旅につ ぐ旅で した。自ら

望んで行った旅もあ りました し、強制ll勺に連行されたこともあ ります。たとえばフィ

ンラン ドか らフランスに戻った時は、(ど ちらかといえば良心的兵役拒否者として)刑

務所入 りするための旅で した。しか し刑務所生活で、私は生涯の傑作 と思 う研究(1940

年の報 告書)を す る機会に恵 まれたのです。1940年 にフランスがナチスに敗北 した

時、私はわずかな期間ですがフランス陸軍に入っていたので、アメ リカに逃げました

(この時 も選択 の余地はなかったのです。 このため私はス トラスブールでの大学の職

を失 うはめになりました)。アメ リカか らブラジルへ、そこから再びシカゴに、そ して

最後にプ リンス トンの高等研究所に赴 き、197〔洋 にそこを退官 しました。

(自 ら望んだか否かにかかわ らず)世 界各国に滞在 したことで、私は深 い感銘を受け

ましたが、私の人生における最大の出米事はやは り戦 法ヒの発見で した。発見は非常

に大 きな喜びで したが、本日の講演では触れないことに します。 もう一つ私の人生で

の大 きな出来事 は、プルバキと呼ばれる集団研究グループの設立で、今からその点に

ついて詳 しくお話 しようと思います。

第1次 世界大戦後のフランスの数学者 は、ほとんどがエコール ・ノーマルの卒業生
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at　 the　 Lyc6e,　 and　 was　 at　 once　 admitted　 to　 his　 seminar　 at　 the　 College　 de　 France,

the　 only　 seminar　 there　 was　 for　 mathematicians　 at　 that　 time.　 Its　 official　 title,　 I

believe,　 was　 merely　 "current　 literature."　 It　consisted　 of　 reports　 by　 members　 of　 the

seminar　 on　 those　 papers,　 mostly　 recent　 ones,　 which　 had　 attracted　 Hadamard's

attention.　 Hadamard's　 purpose　 was　 to　 cover　 as　 much　 as　 possible　 of　 whatever　 was

going　 on　 in　mathematics,　 from　 number　 theory　 to　 probabihties.　 No　 better　 introduc-

tion　 was　 conceivab】e　 into　 the　 mathematics　 of　 the　 day.

　 　 But　 Hadamard's　 seminar　 made　 it　clear　 that　 much　 in　 mathematics　 was　 going

on　 in　 foreign　 countries.　 As　 soon　 asIcou|d,　 i.e,,　as　 soon　 asIgraduated　 from　 the

亘cole　 Normale,　 I　started　 visiting　 those　 countries　 where　 mathematical　 activity

seemed　 to　 be　 at　 its　 peak-first　 Italy,　 whereIwas　 attracted　 by　 the　 work　 of

Volterra　 and　 his　 school,　 thell　 Germany　 and　 Scandinavia.　 This　 was　 the　 time　 when

I　worked　 out　 the　 ideas　 for　 my　 doctorate　 thesis,　 which　 was　 large|y　 inspired　 by

Mordell's　 1922　 paper　 (then　 little　 known,　 now　 justly　 famous　 as　 having　 inaugurated

the　 arithlnetical　 theory　 ()f　elliptic　 curves).　 Soon　 I　accepted　 the　 offer　 of　 a　professo-

rial　 positioll　 ill　Illdia　 and　 was　 submitted　 to　 other　 influences　 there,　 after　 which

much　 of　 my　 life　 was　 spent　 in　 travels,　 s〔}me　 voluntary　 and　 some　 not　 so,　 as　 when　 I

went　 from　 Fi111and　 to　 jail　 in　 France　 (more　 or　 less　 as　 a　 conscientious　 oblector),

which　 gave　 me　 the　 opportunity　 for　 one　 of　 the　 best　 pieces　 of　 work　 in　 my　 life　 (my

Comptes　 Rendus　 Ilote　 of　 1940).　 From　 a　 brief　 period　 of　 military　 service　 ill　the

French　 army　 at　 the　 time　 of　 the　 defeat　 of　 France　 in　 1940,Ileft　 for　 the　 United

States　 (having　 agahl　 no　 choice,　 since　 I　had　 lost　 my　 University　 position　 ill　Stras-

bourg),　 then　 to　 Brazil,　 and　 from　 there　 to　 Chicago　 and　 eventually　 to　 the　 Institute

for　 Advanced　 Study　 in　 Princeton,　 from　 which　 I　retired　 in　 1976.

　 　 Apart　 from　 the　 impressions　 left　 on　 me　 by　 my　 stays　 (volulltary　 or　 not)　 ill　many

countries,　 the　 main　 events　 in　 my　 life　 were　 mathematical　 discoveries,　 which

pleased　 me　 greatly　 but　 do　 not　 lend　 themselves　 to　 a　 description　 in　 front　 of　 the

present　 audience,and　 the　 creation　 of　 Bourbaki,　 about　 which　 I　shall　 now　 give　 some

details.

　 　 Most　 of　 the　 French　 mathematicians　 in　 the　 years　 after　 the　 First　 World　 War

had　 been　 students　 at　 the　 Ecole　 Normale.　 One　 of　 them　 was　 Henri　 Cartan,　 the　 son

of　 the　 great　 mathematician　 Elie　 Cartan,　 and　 equally　 distinguished　 himself.　 At　 the

time　 when　 I　came　 back　 from　 my　 professorship　 in　 India,　 he　 was　 a　member　 of　 the

Strasbourg　 faculty,　 alld　 lost　 no　 time　 in　getting　 me　 appointed　 there.　 He　 and　 I　were

lointly　 in　charge　 of　 the　 main　 calculus　 course,　 then　 known　 as　 "calcul　 diff6rentiel　 et

i吐6gral."　 This　 was　 supposed　 be　 based　 on　 a　 textbook　 by　 Goursat,　 who　 had　 been　 a
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で した。その一人に偉大な数学者 エ リー ・カル タンの息子で、自身 も著名な数学者で

あるアンリ ・カルタンがいました。私がインドか ら帰った頃、彼はス トラスブールで

教鞭 をとってお り、すぐに私を教授団の一人として迎えて くれました。アン リと私は、

当時 「微分および積分」と呼ばれていた基礎微積分学のコースを共同で受け持ちまし

たが、そこではグルサの教科書に基づ いて授業 をすることになっていました。グルサ

は一つ前の世代に属する有名な数学者で、私たちがエコール ・ノーマルに在学 してい

た頃、そこで教師を していま した。私たちの友人の 多くも、別のフランスの大学で同

様のコースを受け持 っていま したが、私達は皆、多かれ少なかれグルサの教科書に不

満で した。グルサを時代 遅れだと思ったわけです。

アンリ・カルタンと私は、学生に指定 されたカリキュラムの題 目をどのように した

らいちばん学生にわか りやす く説明で きるかを、よ く話 し合いました。特 に、アンリ・

ボアンカレとエ リー ・カルタンの重要な研究テーマであった、いわゆるス トークスの

公式について私たちは話 し合いました。そんなある日、一人が良い考えを思いついた

のです。「同 じ問題 を抱 えている友達を5-6人 集めようではないか。そ して、さっさと

問題 を片付けて しまおう」。その時は、そんなつ もりはあ りませんで したが、きっとこ

の瞬間にブルバキがで きたのだ と言えるで しょう。

それは非常に良い考えだと思えましたか ら、私たちはす ぐにパ リの手ごろな値段の

レス トランに集まり、定期rlくJに会合 を持つことに皆の意見が一致 しました。最初の 目

的は単に微積分'7:の教授/ii1;を新 しくすることだけだったのです。やがて、そのため

にはグルサの教科,片に代わる教科書 を執筆す るのがいちばんだということにな りまし

た。最後に、それだけでは不十分だ ということがわか りました。

執筆にあたって私たちがu指 したのはユークリッ ドの 「幾何学原本」です。この本

は2000年 以 上もの間、あらゆる数学の.教授 方法の入門書 として欠 くことので きない役

割 を果たしてきました。「幾何学原本Jと 比較すると、他の論文が皆陳腐に見えて くる

のは不思議 としか言いようがありません。果た してこの書物 も、集団研究に よってで

きた ものなので しょうか。その 可能性 は否定できないようです。私たちにわかってい

ることはユークリッドの名前だけで、その他のことについてはまった く伝わっていま

せん。他のギ リシャの数」}堵と比較 しても、ユークリッドには伝記 もな く、 しか も、

彼の著書の多 くの部分が長い伝統の集積 であることがわかっています。私たちは、集

団研究のタイ トルを 「数学原本」 にしました。ユークリッ ドが長年にわたってギ リシ

ャの幾何学の基礎であった ように、20世 紀の数学の基礎 となるようにとの願いを込め

てのネー ミングで した。
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well-known　 mathematician　 of　 the　 previous　 generation,　 and　 one　 of　 our　 teachers

when　 we　 were　 student　 at　 the亘cole　 Normale.　 A　 number　 of　 our　 friends　 were　 then

in　 charge　 of　 the　 same　 course　 in　 various　 French　 universities.　 All　 of　 us　 were　 more

or　 less　 discontented　 with　 Goursat's　 textbook,　 which　 we　 fe|t　 to　 be　 badly　 out-of-

date.

　 　 Henri　 Cartan　 and　 I　had　 frequent　 discussions　 about　 the　 best　 way　 of　 presenting

this　 or　 that　 topic　 of　 the　 prescribed　 curriculum　 to　 our　 students.　 One　 topic　 which

engaged　 us　 more　 particularly　 was　 the　 so-called　 Stokes　 formula,　 which　 had　 been

the　 subject　 of　 important　 work　 by　 Henri　 Poincare　 and　 Elie　 Cartan.　 One　 day,　 as　 I

remember　 ic,　one　 of　 us　 hadabright　 idea:　 why　 not　 assemble　 five　 or　 six　 of　 our

friends,　 concerned　 with　 the　 same　 problems,　 and,　 as　 we　 thought,　 "settle　 such

matters　 once　 and　 for　 all?"　 A|though　 we　 did　 not　 know　 a,　 it　may　 be　 said　 that

Bourbaki　 was　 born　 in　 that　 instant.

　 　 The　 idea　 seemed　 good.　 Soon　 we　 got　 together　 in　 a　 moderately　 priced　 restau-

rant　 in　 Paris　 and　 we　 agreed　 to　 renew　 those　 meetings　 at　 regular　 intervals.　 At　 first

our　 purpose　 was　 merely　 to　 bring　 up　 to　 date　 our　 teaching　 of　 calculus.　 Then　 we

thought　 that　 this　 could　 best　 be　 accomplished　 by　 writing　 a　textbook　 to　 replace　 "the

Goursat."　 Eventually　 we　 realized　 that　 this　 would　 not　 be　 enough.

　 　 As　 a　 model　 before　 us,　 we　 had　 Euclid's　 Elements:　 this,　 for　 more　 than　 twenty

centuries,　 had　 made　 obsolete　 aH　 earlier　 treatises　 and　 had　 served　 as　 the　 indispens-

able　 introduction　 to　 all　 mathematical　 teaching.　 Had　 Euclid's　 Elements,　 too,　 been

the　 product　 of　 a　col|ective　 enterprise?　 This　 does　 not　 seem　 impossible;　 at　 any　 rate,

Euclid,　 for　 us,　 IS　 no　 more　 than　 a　 name,　 since　 Greek　 tradition　 has　 left　 us　 nothing

about　 him.　 In　 contrast　 with　 other　 Greek　 mathematicians,　 we　 have　 no　 biography　 of

Euclid,　 while　 we　 know　 that　 various　 part　 of　 his　 work　 are　 the　 product　 of　 a　 long

tradition.　 We　 decided　 to　 adopt　 Elements　 of　 Malherrz¢tics　 as　 the　 title　 for　 our

collective　 work,　 and　 that　 it　should　 serve　 as　 the　 foundation　 for　 the　 whole　 of　 the

mathematica|　 science　 of　 the　 Twentieth　 century,　 just　 as　 Euclid　 had　 been　 for　 Greek

geometry　 for　 many　 years.

　 　 As　 we　 planned　 that　 no　 part　 of　 work　 should　 be　 the　 product　 of　 an　 individual

contribution,　 it　became　 clear　 that　 our　 names　 should　 not　 be　 aligned　 on　 the　 title

page,　 or　 rather　 title　 pages,　 since　 obviously　 many　 volumes　 would　 be　 needed.　 What

name　 should　 we　 put　 there?　 For　 a　 long　 time　 hardly　 any　 mathematical　 work　 had

appeared　 pseudonymously.　 The　 need　 for　 a　 mathematical　 career　 seemed　 to　 make

it　necessary　 that　 individual　 authorship　 should　 be　 acknowledged　 but　 little　 did　 we

care　 for　 such　 considerations,　 while　 a　 tradition　 for　 what　 was　 known　 in　 the琶cole
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私たちの研究には個人研究を含めるつ もりはなかったので、論文の表紙 に個人名を

並べることは避けたいと思いました。そこで、個人名に代わる名前が必要になったの

です。数学の研究にペ ンネーム を使 うことは長い間見受けられませんで した。数学で

キャリアを積むためには、個人名をはっきりさせ る必要があったか らです。 しか し、

私たちはそのようなことには無頓着で したし、エコール ・ノーマルの伝統 ともいえる

「悪ふざけ」の精神が根 付いていたので、名前をプルバキに したのです。エ コール ・

ノーマルで恒例の行事に 「新入生い じめ」(と いっても実際は冗談の程度ですが)が あ

り、..ヒ級生が身分を偽って1年 生 に茶番でする講義がありました。この授業の最後は

実際にはない 「プルバキの定理」で締め くくられることになっていました。プルバ キ

は1870年 代の普仏戦争時 の将軍の名前で、私たちはこの名前を使って研究を発表する

ことにしたのです。こうして何年間にもわた り、匿名で発表を続けるこ とがで きまし

た。ユーモアのわかる出版者に巡 り会えたのも幸運でした。高名な教授が何人か警告

したにもかかわらず、この人は私たちの企画に同意 してくれました。企画は当た り、

彼の出版社は大金を手に人れ ることになるのですが、それはまだ先のことで した。

す ぐに私たちは、2か 月に1度 の会合では不十分だ ということに気づ きました。 こう

して夏の間にどこか川舎の涼 しい所で1-2週 間の会合をすることにな りました。この

会合を私たちはコングレス と呼びましたが、最初のコングレスは、f中間の一人が教授

を していたクレルモン大学の研究所が夏の間空いているので、そこを利用 しました。

二回Uの 会合はスペインの、サ ン ・ロレンソ修道院で有名なエスコー リアルで開 く予

定で したが、スペ イン内戦のため実現で きず、結局1936年 のコングレスは仲間の一一人

の母親の別荘で開かれ ました。それで も、私たちはこの会合を 「エスコー リアル ・コ

ングレス」 と呼んでいます。ここで、私たちの手法の概略力決 まったのです。

それぞれの麗 日は、私たちが基礎的な 「構造」と名付けた物事に分類 しました。例

えば一般集合論、一一般 トポロジー、代数 といった具合です。誰か一人が一つの麗 日を

取 り上げてレポー トを書 き、それ を全員で議論 し、次に別の一 人に預け、といったプ

ロセスを.最終的には全員が同意す るまで続けました。グループ全員が 前場一致で同意

す るまで、印刷はいっさい行われ ませんでした。ですか ら、一つの題Uに つ き、通常

3人から4人 が原稿 を書 きました。メンバーは提出された原稿 を全部没に して しまうこ

ともでき、実際、積分理論の取 り扱いに関 して、まったく議論の余地が無い として没

にしたことが一度な らずあ りました。時 には激 しい議論になることもあ りました。少

な くとも部外者にはそう見えたで しょう。フランスのアルプス地方にあるル ・ポエで

行われた会合では、小さなホテルを予約 しておいたのですが、後から聞いた話では、
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Normale　 as　 "canular"　 (a　certain　 style　 of　 practical　 jokes)　 was　 alive　 among　 us.　 One

such　 ``canular"　 had　 been　 a　farcical　 lecture,　 read　 to　 first　 year　 students　 by　 a　 senior

student　 under　 an　 assumed　 name,　 ending　 up　 with　 a　 nonsensical　 "Bourbaki's　 theo・

rem,"　 Bourbaki　 had　 been　 the　 name　 forageneral　 in　 the　 1870　 war　 between　 France

and　 Germany.　 Bourbaki　 was　 the　 name　 selected　 to　 appear　 as　 the　 fictitious　 author

our　 work.　 Thus,　 for　 many　 years,　 anonymity　 was　 preserved.　 We　 were　 fortunate　 to

find　 a　 publisher　 with　 a　 keen　 sense　 of　 humor　 who,　 in　 spite　 of　 dire　 warning　 by

distinguished　 professors,　 agreed　 to　 handle　 our　 project.　 Indeed　 it　turned　 out　 to　 be

a　 financial　 bonanza　 for　 his　 publishing　 house,　 but　 this　 was　 still　 in　 a　 somewhat

distant　 future.

　 　 Quite　 soon　 we　 discovered　 that　 our　 bimonthly　 meetings　 would　 not　 be　 adequate

to　 our　 purposes.　 We　 decided　 that　 summer　 meetings,　 of　 one　 to　 two　 weeks,　 should

be　 held　 in　 some　 pleasant　 place　 in　 the　 country.　 Our　 first　 such　 "congress,"　 (as　 we

used　 to　 call　 them),　 was　 held　 in　 a　 laboratory　 belonging　 to　 the　 University　 of

Clermont　 (where　 one　 of　 us　 was　 a　 professor),　 and　 otherwise　 empty　 during　 the

summer.　 We　 planned　 to　 hold　 the　 next　 one　 in　 Spain,　 inaplace　 famous　 for　 its

monastery　 (The　 Escorial).　 The　 Spanish　 Civil　 War　 interfered　 and　 our　 1936　 congress

was　 held　 in　 a　 country　 house　 belonging　 to　 the　 mother　 of　 one　 of　 us;　 but　 in　 our

archives　 it　still　bears　 the　 name　 of　 "the　 Escorial　 congress."　 There　 the　 main　 outlines

of　 our　 method　 were　 adopted.

　 　 Topics　 were　 to　 be　 classified　 according　 to　 what　 we　 agreed　 to　 ca[l　 the　 under-

lying　 "structures":　 general　 set-theory,　 to　 begin　 with,　 then　 general　 topology,

algebra,　 etc.　 Each　 topic　 was　 to　 be　 reported　 on　 by　 one　 of　 us,　 then　 discussed　 by　 the

full　 congress,　 then　 entrusted　 to　 another　 member　 of　 our　 group,　 and　 so　 on,　 until　 full

agreement　 was　 reached.　 Nothing　 was　 to　 be　 given　 to　 print　 without　 the皿animous

consent　 of　 the　 whole　 group;　 thus　 it　was　 expected　 that　 each　 topic　 would　 go　 through

the　 hands　 of　 at　 least　 three　 or　 four　 of　 us:　 the　 group　 would　 be　 free　 to　 reject　 in　 Coto

any　 manuscript　 that　 was　 submitted　 to　 it.　This　 happened　 on　 at　 least　 one　 occasion

with　 a　proposed　 treatment　 of　 integration　 theory　 on　 whose　 principles　 no　 agreement

could　 be　 reached.　 Such　 disputes　 were　 sometimes　 violent,　 or　 at　 least　 might　 have

seemed　 so　 to　 an　 outsider.　 At　 one　 of　 meeting　 in　 Le　 Yoet,　 in　 the　 French　 Alps,　 where

we　 had　 reserved　 for　 our　 meeting　 a　 smaIl　 hotel　 in　 an　 agreeable　 site,　 we　 learnt

eventually　 that　 the　 hostess　 had　 spent　 the　 whole　 of　 our　 first　 evening　 in　the　 corridor,

wondering　 whether　 she　 should　 caU　 in　 the　 police　 (the　 "gendarmes").　 She　 had　 heard

one　 of　 us　 threaten　 another　 one　 to　 throw　 him　 out　 of　 the　 window!　 She　 soon　 got　 used

to　 such　 incidents.　 Would　 such　 a　 laborious　 process　 ever　 converge?　 Would　 ever
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そこの女主人が一晩中廊下で警察を呼ぼ うかどうしようかと、おろおろ していたそう

です。彼女は仲間の一人が もう一人に、「窓か ら放 り出 してやる」と言うのを聞いたの

です。 しか し、この女主人もす ぐにこの ような雑言にも慣れ、次の晩からは心配する

こともな くなりました。このように激 しく議論 し合 って、果たしてまとまるのだろ う

か、果た して最終的に本が出版で きるのだろうか、といった疑問が当然あったと思い

ますが、私たちは皆、ブルバキに無限の信頼を寄せていたのです。

実際、1939年 に戦争が勃発 した時には、一般集合論の最初の分冊の準備が整 い、一

般 トポグラフィーのほうも第一巻がほぼ完成 していました。1940年}こ は、デュ ドンネ

が 「ラ ・テユリビュー」 と名付けた最初の内部定期刊行物を回覧 しました(こ の名前

は積分理論の実を結ばないプ ロジェク トの構想に対 して与えられた専門月1語で した)。

「ラ ・テユリビュー」は、プルバ キの活動の記録で もあり、今日に至 るまで発行 され

ていると思いますが、これを読むと私 たちの集団研究の進展具合が よく伝わってきま

す。戦争中でさえ もプルバキのメンバーは互いに連絡を取 り合いま した。特 に重要な

意味をもつ会合は、1943年 にレンネの近 くの リフレのホテルで、たった3人 の仲間で開

かれ ました。当時そこは、 まだ食糧が豊富だったのです。そこでのコングレスの状況

は、 コピーを2通作 り、アメリカにいたメンバーに送 られ ました。1通 は途中で失われ

ましたが、もう1通 は ドゴール将軍の秘密ルー トを通 して、無事アメ リカまで届 きまし

た。

戦争が終わるとメンバーは再び大西洋をはさんで連絡を取 り合うようにな り、決め

られていた指針にそって研究 も進められました。すでに20巻 以上の出版物 を発行 しま

したが、その中にはリ一群や線形位相空間等の麗 日もありました。新 しいメンバーが

何人かグループに加わると、メンバーの定年を50歳 にすることに決 まりました。です

から、私はここ何年間かプルバキには参加 していません。それで も時折、名誉会員と

して最近の研究報告を受 けることはあります。ブルバキのメンバーは今で も定期的に

会合を しているようですが、長い間出版物は出 していません。 しか し、プルバキのメ

ソッ ドに従 っているかぎり、 きっと有意義な研究を しているのだ と思います。 もしブ

ルバキが もう存在 していないなら、誰 もそのようなグループを創 ることは無いだろう

と思います。今の数学の進展から考えると、個人研究か、せいぜい2-3人 のグループ

研究のほうが有効だか らです。 しか しながら、ブルバキの設立は時宜にかなったこと

だったと、多 くの数学 者が認めています。 もしブルバキの存在がなければ、数学は今

日ある姿 とは違 った ものになっていたで しょう。

もしブルバキの結成に何か哲学的な背景があったとしたら、いったいそれは何だっ
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anything　 get　 printed?　 It　required　 a　good　 deal　 of　 faith　 to　 believe　 it.　But　 our　 faith

in　 Bourbaki　 was　 boundless.

　 　 In　 fact,　 when　 the　 War　 broke　 out　 in　 1939,　 the　 first　 fascic|e　 on　 genera[　 set-

theory　 was　 ready　 and　 the　 first　 one　 on　 general　 topology　 was　 nearly　 so .　In　 1940,

Dieudonn6　 circu[ated　 among　 us　 the　 first　 number　 of　 an　 internal　 periodical　 called

"La　 Tribe
,"　"The　 Tribe　 (This　 had　 been　 the　 technical　 name　 proposed　 for　 a　concept

in　 the　 abortive　 project　 on　 integration　 theory .).　``La,　 Tribu,"　 which　 I　 believe,

continues　 to　 this　 day,　 purported　 to　 inform　 us　 of　 the　 progress　 of　 our　 collective

work;　 rt　has　 remained　 as　 a　 feature　 of　 the　 activities　 of　 Bourbaki　 ever　 since.　 Even

during　 the　 war,　 communication　 were　 never　 completely　 interrupted　 between

members　 of　 Bourbaki.　 A　 particularly　 useful　 meeting　 was　 held　 in　 l943　 between

only　 three　 participants　 in　 a　 hotel　 in　 Liffr@　 near　 Rennes,　 where　 food　 was　 still

abundant.　 The　 proceedings　 of　 that　 congress　 were　 sent　 out　 to　 the　 members亡hen　 in

the　 United　 States　 in　 two　 copies;　 one　 of　 them　 was　 lost,　 but　 the　 other　 one　 reached

its　 destinat沁n　 through　 the　 clandestine　 Gaullist　 mail.

　 　 The　 end　 of　 the　 war　 reestablished　 communications　 between　 members　 of

Bourbaki　 on　 both　 sides　 of　 the　 Atlantic　 and　 work　 continued　 along　 established

guideHnes.　 More　 than　 20　 volumes　 were　 published,　 including　 such　 topics　 as　 Lie

groups　 and　 topological　 vector　 spaces.　 Eventually,　 after　 some　 new　 members　 had

been　 co-opted　 into　 the　 group,　 it　was　 agreed　 that　 members　 should　 retire　 at　 the　 age

of　 50,　 ThusIhave　 been　 out　 of　 touch　 with　 Bourbaki　 for　 quitea　 while　 now,　 even

though　 as　 an　 honorary　 member,　 I　still　 receive　 occasional　 reports　 on　 current　 work .

It　must　 be　 acknowledged　 that,　 whne　 Bourbaki　 still　 meets　 regularly　 every　 year ,　it

has　 not　 published　 anything　 for　 a　 |ong　 time,　 while　 perhaps ,　thanks　 to　 its　 method,

it　could　 still　 do　 some　 usefu[　 work.　 Nevertheless,　 there　 is　no　 doubt　 that　 if　it　did　 not

exist,　 no　 one　 would　 now　 think　 of　creating　 it.　Individual　 work,　 or　 else　 collaboration

between　 sman　 groups　 of　 two　 or　 three,　 seems　 more　 conductive　 now　 to　 mathematト

cal　 progress.　 On　 the　 other　 hand,　 few　 mathematicians　 would　 deny　 that　 Bourbaki's

coming　 into　 existence　 was　 timely.　 Without　 Bourbaki,　 mathematics　 might　 not　 be

now　 quite　 what　 ic　has　 become.

　 What　 philosophy,　 if　any,　 was　 behind　 Bourbaki's　 enterprise?　 And　 what　 philoso・

phy,　 if　 any,　 was　 behind　 my　 own　 relationship　 to　 mathematics?　 As　 to　 the　 first

question,　 the　 answer　 is　a　simple　 one.　 At　 the　 time　 our　 group　 started　 work　 there　 was

a　 growing　 conviction,　 on　 the　 part　 of　 more　 and　 more　 mathematicians,　 that　 all　 of

the　 existing　 mathematics　 can　 be　 derived　 from　 some　 suitable　 set　 of　 axioms　 (for

instance,　 the　 famous　 Zermelo-Fraenkel　 axioms)　 for　 set-theory ,　and　 that　 intuition,
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たので しょうか。また、もし私 と数学の関係に も哲学的な要素があったなら、それは

何なのでしょうか。最初の問いに対する答えは単純な ものです。私たちのグループが

研究を始めた当初は、多 くの数学者が信 じ始めていた一つの確信の ような ものがあっ

たのです。それは、今ある数学はすべて、ある公理の集合(例 えば有名なツエルメロー

フレンケルの公理)か ら演繹 して、集合論にで きるというものでした。その ような直

感 は、たとえ数学的な発見に必要な ものであった として も、私たちは論理の組み立て

にこれを持 ち込む必要は無いと思いました し、 また、持 ち込んではいけないと考えた

のです。 これは、本質的には、ヒルベル トがすでに説いていたことで したが、プルバ

キ結成の力にもな りました。ブルバキができてか らは、だれ もその可能性について語

ることは無 くなりました。この顧 朝によって初歩の数学教育で公理を強調 しすぎると

いう結果が生 まれましたが、それは大 した問題ではあ りませんで した。当時、それは

「ニュー ・マス(新 数学)」 と呼ばれましたが、幸いなことに、ニュー ・マスに対する

反対が起 こりました。その結果、子供に数学を教 えるときは、ゆっくリ、段階を踏ん

で抽象的な思考に慣れ させ るべ きだ ということが理解 されるようになりました。 しか

し、プルバキの設立目的は、数学の教授方法 を決定することだったわけではありませ

ん。今では、この問題について一般 的な合意ができていると思います。

私 自身の考えについては、(ネ1繊オ団からの手紙では、「聴衆の皆 さんを啓発 し、啓蒙

するために、私自身の哲学 と人生観 ・.世界観を述べてほしい」とありましたが、)有 名

なクロネッカー とアインシュタインの間で交わされたや りとりを思い出 していただ く

のがいちばん良いと思います。これは、 クロネッカーが自身の博士論文について弁解

して行われた もので、彼が弁解 したテーゼの一つに「数学は芸術であり科学で もある」

というものがあります。アインシュタインはこれに対 して、「数学は芸術であって科学

ではない」と言って非難 したと言われています。同じような意味で、私 もかつて数学

を非常に固い素材でできた彫刻に例 えてみたことがあ ります。数学の問いに対する答

えは、そのほとんどが数学者'が変えることがで きないものですが、数学者は配列は変

えられるのです。その時、数学者はい く分論理に従 って変えますが、ほとんどの場合

は審美的な理由から配列を変えるのです。数学の歴史はここから始まったと言えるか

もしれません。

同世代の人の間では珍 しく、私は非常に若い頃からフェルマーの最終定理 として知

られていたものに(実 際には最終ではあ りませんでした し、定理でもないのですが、)

非常な好奇心を抱 きました。それは、X"=Y°+Znに は整数解は存在 しないだろ うとい

うもので、私はエコール ・ノーマルの時、非常に興味を覚え、フェルマーについて本
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however　 indispensable　 for　 discovery,　 need　 not　 and　 should　 not　 play　 any　 part　 in　 the

logical　 structure　 of　 our　 science.　 This,　 in　essence,　 had　 been　 preached　 by　 Hilbert,　 but

it　remained　 to　 actually　 perform　 this　 task:　 after　 Bourbaki　 no　 one　 could　 dispute　 its

feasibility.　 Little　 does　 it　matter　 that　 it　Ied　 no　 an　 exaggerated　 part　 given　 by　 some

to　 axiomatics　 in　 elementary　 teaching.　 This　 was　 the　 so-called　 ``new　 maths,"

against　 which,　 fortunately,　 reaction　 had　 set　 in.　 It　 was　 eventually　 realized　 that

young　 minds　 should　 be　 introduced　 slowly　 and　 gradually　 to　 abstract　 thinking,　 but

it　had　 never　 been　 Bourbaki's　 purpose　 how　 mathematics　 should　 be　 taught　 to　 young

students.　 It　seems　 that　 by　 now　 general　 agreement　 has　 been　 reached　 on　 this　 subject.

　 　 As　 to　 my　 own　 personal　 views,　 (since　 the　 Inamori　 Foundation's　 letter　 requests

me　 "to　 address　 my　 own　 philosophy　 and　 my　 own　 outlook　 on　 life　 and　 the　 world

which　 w川serve　 to　 edify　 and　 enlighten　 the　 audience"},　 it　can　 best　 be　 described　 by

recalling　 the　 well-known　 exchange　 of　 views　 between　 Kronecker　 and　 Eisenstein　 on

the　 occasion　 of　 the　 former's　 "defense"　 of　 his　 doctoral　 dissertation.　 One　 of　 the

"theses"　 which　 he　 had　 offered　 to　 "defend"　 was　 that　 "Mathesis　 et　 ars　 et　 scientia

dicenda"　 (mathematics　 is　both　 art　 and　 science),　 to　 which　 Eisenstein　 is　said　 to　 have

retorted　 that　 a　 is　 all　 art,　 not　 science,　 In　 the　 same　 sense,I　 once　 compared

mathematics　 to　 sculpture　 in　 a　 very　 hard　 medium,　 since　 the　 answer　 to　 most

questions　 in　 mathematics　 is　what　 the　 mathematician　 cannot　 change,　 but　 he　 can

and　 will　 change　 their　 arrangement　 according　 partly　 to　 logical　 but　 mostly　 to

aesthetic　 reasons.　 This　 is　 where　 history　 comes　 in.

　 　 Like　 not　 a　few　 of　 my　 contemporaries,　 I　had　 been　 early　 intrigued　 by　 what　 has

been　 (misleadingly)　 known　 as　 Fermat's　 last　 theorem　 (actually　 not　 his　 last,　 and　 not

atheorem!　 },　V17..,　 that　 the　 equation　 xn　 =　 Yn十 　zn　 has　 no　 solution　 in　 integers.　 I

was　 stilhn　 the直cole　 Normale　 when　 this　 ]ed　 me　 to　 reading　 Fermat　 himself.　 On　 the

other　 hand,　 my　 growing　 interest　 in　 art　 〔both　 pictorial　 and　 musica1)　 had　 led　 me　 to

the　 idea　 that　 it　is　the　 greatest　 art　 which　 requires　 our　 fullest　 attention:　 applied　 to

mathematics,　 this　 led　 me　 to　 read　 Riemann,　 first　 his　 doctoral　 dissertation,　 then　 his

great　 memoir　 on　 Abelian　 functions,　 after　 which　 I　started　 reading　 other　 classics.　 I

soon　 perceived　 that　 three　 is　more　 beauty　 to　 be　 found　 in　 Archimedes　 than　 in　 some

volumes　 of　 the　 Mathematische　 Annalen.　 From　 there　 the　 transition　 was　 easy　 to　 a

deep　 interest　 in　 the　 history　 of　 mathematics,　 and　 I　 was　 greatly　 pleased　 when

Bourbaki　 agreed　 to　 supplement　 most　 sections　 with　 a　brief　 but　 thorough　 history　 of

the　 subject,　 For　 some　 years　 I　played　 no　 small　 part　 in　 the　 writing　 of　 such　 "histori-

cal　 notes."

　 　 Having　 thus　 become　 acquainted　 with　 beauty　 in　 mathematics,　 to　 what　 else
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を読み始め ました。一方で、私は芸術(絵 画と音楽の両方)に も興味をもち、すべて

の関心 を注 ぐべ き物は偉大な芸術なのだ とも考えるようになったのです。その考えを

数学に も当てはめ、私はリーマンの書いたものを読み始めました。最初に読んだのは

彼の博士論文で、次 にアーベル関数についての研究論文を読み、その後、他の古典を

読み始めました。私はす ぐに、数学年代記(MathematishceAnnalen)の 何巻かよ

りもアル キメデスのほうがはるかに美 しいと思いました。アルキメデスを読むと、数

学の歴史への深い関心が、いやが ヒにも高まります。プルバ キのメンバーが出版物の

ほ とん どのセクシ ョンで歴史的な説明をつけ加えることに賛成 して くれたことは、私

に とって非常に嬉 しいことで した。それか ら何年間か、私は歴 史的な注釈 をつけ加え

る仕事に熱中 したものです。

この ように数学の中に美を見いだすことに慣れ親 しんで しまったので、私は他に人

生 をかけるものを見つけることができなかったのです。最初は数学は私 自身の仕事で

した。私は今 ある数学の知識の集大成に自分が何かをつけ加えることができると思い

ました。年齢 とともに、それができな くなると、過去の偉大な数 三緒 について歴史的

な研究を始めました。その結果、フェルマーやオイラーについて、彼 らの著作や、特

に手紙等を細かに調べてい くうちに、私は彼 らと親 しい友達になれたように思います。

こんなに嬉 しいことはあ りませんで した。果たしてこの ような話が、皆 さんを啓発 し、

啓蒙 したので しょうか。私 は非常に疑問に思いますが、私 ももう年なので、どうぞご

勘弁 ください。

could　 I　have　 dedicated　 my　 life?　 Firstly,　 in　my　 own　 work,　 as　 long　 as　 I　found　 myself

capable　 of　 adding　 to　 the　 existing　 corpus　 of　 mathematical　 knowledge;　 then,　 when

it　was　 too　 late　 for　 that,　 with　 historical　 work　 about　 the　 great　 mathematicians　 of

the　 past.　 Eventually　 such　 men　 as　 Fermat　 and　 Euler　 when　 their　 writings,　 and　 more

particularly,　 their　 correspondence　 is　scrutinized,　 tend　 to　 become　 personal　 friends.

This　 has　 made　 me　 happy.　 Will　 such　 a　statement　 edify　 and　 enlighten　 the　 present

audience?Iam　 inclined　 to　 doubt　 it,　but　 at　 my　 age,Ifear　 it　is　the　 bestIcan　 do.
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